
matsu
線

matsu
タイプライターテキスト
小郡三井医師会より　　　　　　　　　　　　　　　　医療安全管理担当理事　吉武靖博
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　廣瀬真惠



２．各種調査票による調査は、平成 24 年度より３年間実施したことから、今

年度からは無床診療所のみを対象とする。 

３．基準の項目 12（Ｐ19）の「防火体制」を「防火・防災体制」に変更する

とともに、国が示す基準と同様の修正を行う。 

 

【本年度の重点事項】 

１．防火・防災対策 

国の示した基準に合わせて、防火管理者を定める必要がある診療所につい

ては、消火訓練及び避難訓練について指導を行う。 

２．歯科補てつ物等に関する調査 

３．個人情報保護法に関する調査 

４．医療情報システムの安全管理に関する調査 

※２・３・４については、無床診療所のみとし、要望事項までの指導。 

 

【前回不適率の高かった項目】 

１．立入検査基準Ｐ10「８ 医療の安全の確保」 

   …院内感染対策及び医薬品に係る安全管理のための体制確保がなされて

いないことが多い。 

 ２．立入検査基準Ｐ2「２ 法定手続き」 

   …「ふくおか医療情報ネット」が更新されていないことが多い。また、そ

の内容の院内での閲覧体制（受付にその内容が記載された配布物を設置

する等（※オンラインのＰＣを設置することでも可））が整っていない

ことが多い。 

 ３．立入検査基準Ｐ6「６ 職員の健康管理」 

   …職員について健康管理体制確保がなされていないことが多い。 

 

【その他留意事項】 

１．立入検査基準Ｐ24「14－7 放射線障害が発生するおそれのある場所の測

定がなされているか。」 

…本基準は医療法施行規則第 30 条の 22 第１号に規定されているため、出

来る範囲で放射線測量検査を実施していただきたい。 

      

２．立入検査実施要領Ｐ11 様式(4)-1「平成 27 年度診療所立入検査票 No.2 【療

養病床を有する診療所】」について、特定介護療養型医療施設の届け出を

提出する場合は、立入検査実施要領Ｐ44「資料１ 療養病床を有する診療

所の看護師・准看護師及び看護補助者の標準数」をもとに計算。 



３．昨年度同様、対象医療機関の了解を得たうえで、防火設備等の確認のため

建築部局への定期報告が未提出の有床診療所等に建築部局が同行し、立入

検査実施要領Ｐ46「病院及び有床診療所における防火・防災対策に関する

チェックリスト」を用いて確認がなされる。建築部局が確認し、改善が必

要な場合については、要望事項とする。 




























































































































































